
Society of Rehabilitation Sport

NII-Electronic Library Service

Sooiety 　of 　Rehabilitation 　Sport

第 26回医療体育研究会／第 9回ア ジア障害者体育ス ポー
ツ 学会 日本部会　第 7回合 同大会　抄録集

等の利用 者が 中心 に な り、運動不 足 の 解消や楽 し

め る競技 を目的に 、
ス プーン レー

ス （ピ ン ポ ン 玉

運び ）、パ ン くい 競争、血 圧 （尻圧）測定 、綱引

き等 を行 っ て い る 。 生 成 14年 よ り開催 され、今

年は参加施設 21 ヶ所 、 参加者 242名で ある 。

　 もう 1 つ は 「メ ン タ ル ヘ ル ス ネ ッ トワ
ー

ク in

仙台 ・ス ポ
ー

ツ フ ェ ス テ ィ バ ル」。 今年で 14回 を

迎え る 。 参加者 470 名 、 競技種 目は ソ フ トボ
ール

バ レ
ー

ボ ール 、ボ ッ チ ャ 、卓球、フ ッ トサ ル の 5

種目、種 目ご と に審判 をお願 い し、一
定の 競技性

を保 っ て い ます 。 精神障害者は身体 ・知的に比 べ

て 出足が 遅れ て い る こ と もあ っ て 、自らが競技性

を楽 しん だ り、技 を磨 くこ とが 中心 に な っ て い る

の が現状で ある 。 作業所や社会復帰施設が増 えて

お り、 その 中に ス ポー
ツ好きな人が い れ ば地元の

体育施設 を借 りて ス ポ ー
ツ をす る施設は確実 に増

えて い る。また 、仙 台市 内の ある 施設 （NPO 法

人 ・社会福祉法人 ）の 取 り組み と し て 、こ の 施設

利用者が若 い こ と もあ っ て 、 週 1 回ス ポーッ を実

施 、 種目もフ ッ トサル 、 ソ フ トボ
ー

ル
、

バ レ
ー

ボ

ー
ル 、 三角 ベ ース ボール 、テ ニ ス と多種で 参加者

も30名以 上 で 、今の と こ ろ は施設の 利用者 、 ボ

ラ ン テ ィ ア 、 実習生 が 中心 に な っ て い る が施設側

で は垣根 は作 っ て い な い とい うこ と で 、地域住民

も巻 き込 め れ ば 理解 も拡 が る の で は と考 え て い

る
。

　別 の NPO 法人 の 作業所 もス ポ ー
ツ 好 きの 利用

者が 多 くボ ラ ン テ ィ ア を含め て ス ポ
ー

ツ を行 うが

地域 の 人 を巻 き込 む に は い た っ て い な い 。 作業所

や グ ル
ープホ

ー
ム の 運営 に あた っ て は 町 内会 に加

入 し、町内会行事 に参加 して 地域住民 と の 交流

（ス ポ ー
ッ ）を通 して 地 域へ の 理 解が拡 が る の で

は な い か、それ には支援 にあた っ て い る人 々 の 理

解 とサ ポ
ー

トが必要で あ る 。

知的障害者を対象と した ア ダプテ

ッ ド ・ ス ポ ー ツ の援助の進め方

ス ペ シ ャ リス ト ・ア ス リ
ー

ト ・ク ラブ

　　　　　　　　　　　　　池 田　洋貞

　　　　　　　　 1． は じめ に

　 S ・A ・C （ス ペ シ ャ リ ス ト ・ア ス リ
ー

ト ・ク

ラ ブ）で は、中学生以上 の 歩 くこ とがで きる知的

障害者 を対象 に、陸上競技、サ ッ カ ー等の ス ポー

ツ 活動 を提供 して い る 。 会員は 130人 を越え、実

際の 活動で は、メ ン バ ーを能力別に 3 グ ル ープに

分けて 実施 して い る 。

　 S グ ル ープ （ス ピー
ドグ ル ープ）は重度障害を

併せ 持 ち、歩行に お い て も介助 を必要 と して い る

方 も多い
。 中に は発達年齢が 2歳未満 の 知的障害

の 方 もい る。ス ピー
ドグ ル ープ の ス ポ

ー
ッ の 目標

は、「動 きた い 」「あそこへ 行 っ てみ た い 」 とい う

人間 とし て の 根本的な知的要求を満た して あげる

もの で 、ス タ ッ フ 、 ボ ラ ン テ ィ ア は個 々 に 1人 ま

た は 2 人が着 い て 、 競技場内の 散策活動を中心に

活動 して い る 。

　 A グ ル ー
プ （ア タ ッ ク グ ル ープ）は 普段運動不

足 に な りが ちな中度 の 知的障害者 を対象 と して い

る 。 中に は肥満、心臓病、喫煙が 習慣化 して い る

者 など、成人 病に な りつ つ ある者 もい る 。 ア タ ッ

ク グ ル ープと して の ス ポ
ー

ツ の 目的は、運動不 足

の 解消 と健康維持の た め の レ ク リ エ
ー

シ ョ ン活動

である 。
ス タ ッ フ、ボ ラ ン テ ィ ア の 数は競技種 目

に よ り異な るが ア ス リ
ー

ト 5 人 に対 し 1 人程度で

ある 。

　 C グ ル ープ （チ ャ レ ン ジグ ル ー
プ）は比較 的運

動 能力が高 く （健常者 の方達 と比較する と やや劣

る）軽度 の 知的障害者 を対象と し て い る 。 チ ャ レ

ン ジ グ ル
ー

プ の ス ポ ー
ツ の 目的は、地域社会 の 中

で 生 きる こ とで あ り、健常者 と同 じ競技種 目に出

場 し、そ の 意識 を共有す る こ とに ある 。 知的障害

者に 対 して の ア ダ プテ ッ トス ポ
ー

ツ の 取 り組み 方
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とし て 、援助 を行 うス タ ッ フ 、 ボ ラ ン テ ィ ア の 対

応の 仕方 を どの ように進め るか が 問題 となる。知

的障害者は概 念形成 、抽象的な思考
・情報の 操作

が 困難 で ある 。 例 えば、サ ッ カ ー
にお い て 、 個別

の パ ス 練習等の 技能練習 は比較的ス ム
ーズ に進 む

が 、多数で の パ ス 練習や フ ォ
ー

メ
ーシ ョ ン プレ ー

は難 しい もの が ある 。 特 に 自閉症 を併せ 持 つ 方は 、

他者 と の 関わ り自体が 困難なた め 、プレ ー以前 に

人 間関係の 育成 を行 う必要が ある 。 また 、 ダ ウ ン

症 の 方 は、声が けに よる励 ま しや 激励に よ っ て思

っ た以上 の 能力 を発揮する こ と もある 。 技能上 の

援助 は もち ろ ん の こ と、情意面 にお け る援助 も必

要 と され る
。

　 こ こ で は、チ ャ レ ン ジ グ ル
ー

プ の メ ン バ ー
を中

心 と したサ ッ カ
ー

競技に対す る援助につ い て述 べ

る も の で あ る 。

　　　 2 ．サ ッ カ ー
競技に対す る 援助

　サ ッ カ
ー

チ
ーム を立 ち上 げた の は、第 1回全国

障害者 ス ポ ー
ツ 大会が 宮城県で 開催 され る 2 年前

で あ っ た 。 大会参加に向け て 、仙 台市 の チ
ーム を

作る ため 、 S ・A ・C に声がか か っ た の で ある 。

　小 中養護学校等で サ ッ カ ーを した こ とが あ る と

い うメ ン バ
ー

がす ぐ に集 ま っ た。しか し、競技 と

して の サ ッ カ
ー
経験者は皆無 で あ り、ボ ール を蹴

っ て ゴ ール に入 れ た こ とが ある と い うレ ベ ル の メ

ン バ ーが ほ と ん ど で あ っ た 。 ため しに試合 を行 う

と フ ォ
ー

メ
ー

シ ョ ン もままな らず、ほ とん どの 者

が ボ
ー

ル に集中 し、残 りは ピ ッ チ 内で 全 く動か な

い 状態で あ っ た 。

（全員 で ゴ ール を目指す段 階 ： ゴ ル フ サ ッ カ
ー

）

　まず、二 人組で の パ ス 練習か ら始め た 。 ボ
ール

を きち ん と止 め る こ とが で きず、ダ イ レ ク トに蹴

っ た と き、ボ ール に 勢い が ある だ けで 満足 して し

ま う。 そこ で 、  味方か ら受けた ボ
ー

ル を きち ん

と止め る 。   ね ら っ た相手に正確に パ ス を渡すこ

とを 目標 と した
。 ア ス リ

ー
ト同士 で パ ス 練習 を行

うと、イ ン サ イ ド、ア ウ トサイ ド等の 正 しい フ ォ

ーム が確立で きな い の で 、ペ ア の 相手 はボ ラ ン テ

ィ ァが 行 うこ と と した 。 ボ ラ ン テ ィ ア が正確 に パ

ス を渡 し なが ら 、 技術向上 に あた っ た
。 もち ろ ん

個人 の 能力差 は大 きい の だが、空間認知能力 に遅

れ の ある者で も 4年程の 練習 に よ り、正確 なパ ス

がで きる よ うにな っ た 。

　パ ス 練習だ けで は、意欲 を喪失 して しまうの で 、

毎回 ミ ニ ゲーム を行 っ た 。 ポ ジ シ ョ ン を決定 し 、

い つ も定位置 に戻 っ て 、極端 な場合 はそ こ か ら動

か ず に パ ス だ け を まわ して シ ュ
ー

トをね らわ せ

た 。
ペ ア の ボ ラ ン テ ィ ア は 二 人羽織 の 要領で 、こ

ぼ した パ ス を ペ ア に 渡 した り、
ペ ア の パ ス が届か

な い と きボ ー
ル を届けた りしなが ら、ゲ

ー
ム 中 の

パ ス ワ
ー

クがで きる よ うに促 した 。 （コ ン ビネー

シ ョ ン に よ りゴ ール を 目指す段階 ： ビ リヤ ー ドサ

ッ カー）

　次の段階 （グ ラ ン ドサ ッ カ
ー
）は 、 3人 チ

ーム

に よ り、パ ス 、フ ェ イン トを用 い て 、オ フ サ イ ド

ポ ジ シ ョ ン を意識 させ なが ら の 試合運 び で ある 。
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チ ーム の 内 1入 は ボ ラ ン テ ィ アが行 い 、ボ ラ ン テ

ィ ア は オ フ サ イ ドラ イ ン を声が けしなが ら、試合

運び を リ
ー ドする ように した 。 定着する の に 2 年

程度 を要 した 。 こ こ まで の 時点で 、 仙台市代表決

定戦 を勝 ち抜 き、全 国大会 （岐阜大会）へ と駒 を

進め た。全国大会で は 、 個人の 基礎技術力 の 差 は

もとよ り、体力差 、試合経験の 少 な さ も手伝 っ て 、

大量点 を取 られ 完敗 とな っ た 。

「身体障害者 を対象と した実践 の

立場 か ら」
一 地 域 に お け る障害者 ス ポー ツ の

普及活動 一

東北福祉大学総合福祉学部教授

仙台市障害者ス ポ ー
ッ協会理事長

仙台市障害者ス ポー
ツ 指導者協議会会長

阿部　
一
彦

　 　　 　　 　　 3．お わ りに

　知的障害者の 方達 は、幼い 頃か ら他者 と争 うこ

とを避けて 過ご して きた 。 争 うこ と は い けな い こ

と とい う概念 を捨 て なければ 、競技 ス ポ ー
ツ を勧

め る こ と は難 しい 。

　また 、 学校生活にお い ては 、み ん なが 「良 くで

きました」 と、社会的 に保護 さ れ た 生 活場 面 が多

く、 負 ける経験 もほ とん どな か っ た 。 しか し、実

生 活に お い て は 、何 らか の 他者 との 競争 の 中に 生

きなけれ ばな らな い
。 そ うい う意味で 、今回 の 敗

戦 は 彼 ら に とっ て 大 きな経験 に 成 り得 た と考 え

る 。

　　第 1 回全国障害者ス ポーツ大会開催

　宮城 県内で は県 と仙台市の 障害者 ス ポ ーツ協会

が 主体的 に活動 し、1993 年か ら身体障害者 、 知

的障害者が共 に参加する宮城県 ・仙台市障害者ス

ポ ー
ッ 大会が 開催され て きた 。

こ の よ うな背景の

もと に 身体障害者 と知的障害者 の 統合 ス ポー
ツ 大

会 で あ る第 1 回全 国障害者ス ポ ー
ツ 大会が 2001

年に開催 され た 。
こ の 大会 を契機 に障害者ス ポ

ー

ツ 団体 、 障害当事者 団体、社会福祉団体の みなら

ず、地域 の体協加盟 競技団体 や ボ ラ ン テ ィ ア 団体

な ど と の 間 に密接な ネ ッ トワ ークが形成 された 。

大会 を契機に 障害者 自身が ス ポ
ー

ツ を身近 に感 じ

る よ うに な る な ど、多 くの 資源 が地域 に 築か れ

た 。

身体障害者 （障害者〉に とっ ての ス ポー
ツ の意義

　障害や 高齢に よ っ て 身体 を動か す機会が 少な く

な る と、筋肉は衰 え、骨密度が低下 し 、 関節 も拘

縮 し 、 血行不良、心肺機能 も低下 して 、
い わ ゆ る

廃用 症候群 に お ち い る危 険性 が大 きい 。 そ し て 、

こ の 延長上 には 、積極性が失 われ 、精神機 能が 低

下す る こ と もある 。 こ の よ うに考 え る と 、 障害が

あ る か ら こそス ポー
ツ に取 り組む必 要がある 。

　 とこ ろで、多 くの 身体障害者は子供 の 頃か ら学

校体育の 授業で は見学 をした体験 を もつ
。 また 中

途障害者も受障時の 喪失感が 大 きく、ス ＊
’一

ツ を

無縁 と考えが ちである 。 そ の よ うな と き、何 らか

の 機会 に よ りス ポ ー
ツ活動を体験 し、思 っ た よ り
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